
＜都市住民等との交流を実施している事例＞

○イベント等による都市住民等との交流の取組

１．集落協定の概要

市町村･協定名 鹿児島県南九州市頴娃町 佃上地区受益者組合
えいちよう つくだう え ち く じゆえきしやくみあい

協 定 面 積 田（99％） 畑（1％） 草地 採草放牧地
16.6ha 水稲、かんしょ 茶

交 付 金 額 個人配分 50.0％
275万円 共同取組活動 集落の各担当者の活動に関する経費 9.0％

（ ）50.0％
鳥獣害防止対策及び水路、農道等の維持・
管理等集落の共同取組活動に要する経費 21.8％

その他（研修会費、会議費、積立等） 19.2％

協定参加者 農業者101人

２．取組に至る経緯

当地区は、平成６年～８年にかけての基盤整備により美しい景観が形成され、１１年

には、農林水産省の日本の棚田１００選にも選出されている。

しかし、高齢農家が多く、認定農業者の確保も困難であることから、耕作放棄地の発

生等が懸念されてきたため、農道・水路やほ場の法面について、共同作業で維持管理を

行おうという意識が高まり、平成１２年に佃上地区受益者組合を設立し、制度創設当初

から中山間地域等直接支払制度に取り組んでいる。

３．取組の内容

共同作業として道路の草刈り、水路の清

、 、掃・草刈りはもとより 竹が多いことから

棚田の法面の一斉野焼きを行っている。

平成１９年度には、地域活動の取組の一

環として、地元の子供会（児童１４名、父

兄３０名）と連携し、体験田に水稲の作付

けを行った。

また、平成２１年度は中山間ふるさと・

水と土保全推進事業との連携により 「農業、

・農村体験バスツアー佃の棚田に行こう！ ＜都市住民との交流＞」

を実施。鹿児島市の小学生とその父兄が参 「農業・農村体験バスツアー佃の棚田に

加し、農作業体験、クイズラリー、調理体 行こう！」の風景

験、工芸体験を行なうなど都市住民との交

流の促進も図っている。



［集落の将来像]
本集落は、水稲を主体とした複合経営が多い水田地域である。
高齢農家が多衆で、認定農業者の確保も困難であることから、今後、耕作放棄地の発生等が懸念され

ている。
このため、集落のみんながお互い協力し、補いながら、水路・農道の維持、補修や農地の保全活動を

実施するなど、農用地の保全に向けた集落の共同活動による農業生産活動の体制整備を目標とする。

［将来像を実現するための活動目標]
現在、集落協定に基づき実施されている共同活動を、計画的かつ効率的に実施するため、毎年総会を開
催し活動を評価するなど、集落のみんながお互い協力し、補いながら実施する体制を確立する。
○各年度毎の活動計画
１年目・・・共同活動計画等の作成・実践
２年目～４年目・・・前年度活動に対する評価及び当該年度の活動計画の作成・実践
５年目・・・前年度活動に対する評価及び当該年度の活動計画の作成・実践、農用地の保全に向けた

共同活動の実施体制の確立
総会は毎年度開催

［活 動 内 容］
農業生産活動等 多面的機能増進活動

農地の耕作・管理 既耕作放棄地の草刈・防虫対 周辺林地の下草刈り
（田16.3ha、畑0.2ha） 策 （約0.3ha、年2回）

（田0.2ha)
共同取組活動

個別対応 共同取組活動

水路・作業道の管理 法面の定期的な点検 地元子供会での農作業体験と
（ ）・水路 1km、清掃年1回 （随時） しての水稲の作付 H19年度

草刈年2回
梅雨・台風後見回り 共同取組活動

・道路 3km、草刈年2回 中山間ふるさと・水と土保全
推進事業との連携による都市

共同取組活動 住民との交流の促進（H21年
度）

４．取組による変化と今後の課題等

昔は、集落内での「結い」という奉仕作業があったが、近年その意識が薄らいできて

いた。また、集落内での高齢化は進んでいるものの、本制度を通じて参加者の意識が高

まっており、農業生産活動等における共同作業も実施され、効果は非常に大きい。

平成１９年度に湧水町幸田地区と日置市永吉地区、２０年度に曽於市中谷地区への研

修視察を行ない、中山間地域における農業についての見聞を深めることができた。

今後も参加者の意思疎通を図りながら、共同作業を通じて集落内の農用地の維持管理

の取組を実践したい。

［平成21年度までの主な成果］

○ 農道、水路等の維持・管理等の実施（毎回75名程度参加）

○ 中山間ふるさと・水と土保全推進事業との連携による都市住民との交流 （参加者数 40名(H21 ））


